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大切な１票
あなたは投票しますか？
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『
行
か
な
い
』
理
由
は
『
興
味
が
な
い
か
ら
』

が
圧
倒
的
に
多
く
、
若
い
世
代
の
政
治
へ
の
関

心
の
低
さ
が
読
み
取
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
大
げ
さ
に
言
う
と
、
民
主
主
義
が
根
幹
か

ら
揺
ら
ぐ
事
態
で
す
。

民
主
主
義
を
辞
書
で
引
い
て
み
る
と
、「
人
民

が
権
力
を
有
し
行
使
す
る
政
治
形
態
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
政
治
に
お
い
て
の
権
力
と
は
、

ま
さ
に
選
挙
権
を
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
人

ひ
と
り
が
意
思
を
持
ち
、
与
え
ら
れ
た
権
力（
選

挙
権
）を
使
っ
て
意
思
表
示
す
る（
投
票
す
る
）

こ
と
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
と
言
え
ま
す
。

で
は
、
そ
の
意
思
を
持
つ
た
め
に
、
ど
こ
か

ら
情
報
を
集
め
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
た
と
き
、
初
め

て
の
選
挙
は『
行
く
』と
い
う
回
答
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
半

数
以
上
が『
未
定
・
分
か
ら
な
い
』と
回
答

し
、
17
％
が『
行
か
な
い
』と
回
答
し
て
い

ま
す
。

結
果
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

今
年
は
、
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

ほ
か
、
八
百
津
町
議
会
議
員
選
挙
、
八
百
津

町
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
町
の
将

来
を
左
右
す
る
、
大
切
な
選
挙
で
す
。

近
年
、
若
者
の
政
治
離
れ
、
投
票
率
の
低

下
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
実
情
を
知
る
た
め
に
、

今
年
度
18
歳
に
な
る
八
百
津
高
校
の
３
年
生

に
、
選
挙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
選
挙
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
転
機
と
な
る
年
で
す

日本の未来に参加しよう

大切な あなたの　票11

行く
32%

（37人）
未定・

分からない
51%

（59人）
行かない
17%

（19人）

18歳になって選挙権を得られたら、投票に行きますか？Q

選挙に行くのは義務だと思う 20人
選挙に行ってみたい 11人
自分の意見を政治に反映させたい 6人
支持している候補者・政党がある 1人

興味がない 15人
自分が行っても変わらないと思う 3人
支持したい人がいない 2人
めんどうだ 1人

なぜ行くの？行かないの？（複数回答）

八百津町内
21%　

その他の市町村
79%

115人中24人が町内在住です。

あなたの住まいは
どこですか？Q

知っていた
20%

知らなかった
80%

今年参議院議員通常
選挙が行われることを
知っていましたか？

Q

・テレビ 23人
・インターネット 13人
・家族との会話 8人
・新聞 1人

（「選挙に行く」と答えた37人が回答）

投票する際に活用したい情報源は？
（複数回答）

Q
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ま
だ
選
挙
に
行
っ
た
こ
と

の
な
い
高
校
生
。
こ
ん
な
疑

問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
町
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の
２

人
が
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

	

投
票
日
と
テ
ス
ト
が
同
じ
日
だ
っ
た
ら
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

	

選
挙
当
日
、
学
校
、
行
事
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、期
日
前
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
で
き
る
期
日
前

投
票
所
や
日
時
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
送

付
さ
れ
る
投
票
所
入
場
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

	

投
票
日
の
前
日
に
18
歳
に
な
る
と
し
た

ら
、
ど
う
な
る
の
？

	

投
票
日
当
日
は
通
常
通
り
投
票
が
で
き
、

誕
生
日
前
日
か
ら
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
よ
り
前
に
投
票
し
た
い
場
合
は
、
不
在
者

投
票
と
な
り
ま
す
の
で
期
日
前
投
票
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

	

投
票
は
ど
う
や
っ
て
す
る
の
？

	

投
票
所
で
の
順
序
と
し
て
は
、
本
人
確
認

→
投
票
用
紙
受
け
取
り
→
投
票
用
紙
に
記
入
→

投
票
箱
に
投
函
と
な
り
ま
す
。
本
人
確
認
は
投

票
所
入
場
券
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
済
み
ま
す
。

〇	

お
問
い
合
わ
せ
先	

	

八
百
津
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局	

	

☎
４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
２
２
１
）

お
答
え
し
ま
す
！

高
校
生
の
ギ
モ
ン

QAQAQA

し
か
し
、
平
成
19
年
に
行
わ
れ
た
、
町

議
選
で
は
、
議
員
定
数
10
名
で
10
位
当
選

し
た
方
と
、
落
選
し
た
方
の
得
票
数
の
差

は
、
わ
ず
か
20
票
で
し
た
。

20
票
の
差
が
、
町
の
こ
れ
か
ら
を
大
き

く
変
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
１
票
は
、
大
き
な
力
を
秘
め
た

１
票
な
の
で
す
。

・
緑
が
豊
か
で
空
気
が
き
れ
い

・
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い

・
み
ん
な
で
あ
い
さ
つ
し
あ
う

・
帰
っ
て
く
る
と
安
心
す
る

・
八
百
津
祭
り
で
団
結
す
る　

他

ず
っ
と
故
郷
を
好
き
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
こ
の
町

を
良
く
す
る
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

８
月
25
日（
日
）、
八
百
津
町
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
告
示
日
は
８
月
20
日（
火
）、
期
日
前

投
票
は
そ
の
翌
日
か
ら
で
き
ま
す
。

ま
た
、
立
候
補
予
定
者
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
７
月
26
日（
金
）に
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う

町
内
在
住
者
に
は
、
さ
ら
に
問
い
か
け

ま
し
た
。「
行
く
」
と
「
ど
ち
ら
か
に
は
行

く
」
と
い
う
答
え
が
、
半
数
を
超
え
ま
し

た
。自

由
回
答
で
理
由
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

・
町
の
未
来
が
決
ま
る
か
ら

・
義
務
だ
と
思
う
か
ら�

	

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
反
面
、

・
よ
く
分
か
ら
な
い

・
投
票
に
行
っ
て
も
変
わ
ら
な
い	

	

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

八
百
津
町
の
有
権
者
数
は
、
今
年
６
月

現
在
で
９
，５
０
９
人
で
す
。
あ
な
た
の
１

票
は
全
体
か
ら
す
る
と
、
と
て
も
小
さ
な

１
票
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
年
は
身
近
な
選
挙
も

テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
世
の
中
に
は
情
報
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
膨
大
な
情
報
か
ら
、

意
味
の
あ
る
も
の
を
選
び
取
る
の
は
、

と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
ん
な

中
、
８
人
が
、
活
用
し
た
い
情
報
源

と
し
て｢

家
族
と
の
会
話
」を
挙
げ
て

い
ま
し
た
。

選
挙
公
報
や
ニ
ュ
ー
ス
番
組
、
新

聞
は
敷
居
が
高
く
て
も
、お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
の
会
話
か
ら
、
あ
な
た

の
中
の
民
主
主
義
が
始
ま
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

家
族
の
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と
き
に
、

選
挙
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
家

族
み
ん
な
で
投
票
に
行
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

表紙を飾ってくれた八百津高校３年の
藤本くんと西村くん。
「投票します！」と宣言してくれました。

西村大斗さん
（伊・中組）

藤本千夢さん
（中盛西）

八百津町選挙管理委員会事務局
日比野　　　　　池戸

両方に行く
29%

どちらかには行く
21%

行かない
12%

未定・分からない
38%

（町内在住の24人が回答）

18歳になって選挙権を得られたら、
町議選・町長選に行きますか？Q
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

町
内
の
図
書
室
で
は
、
図
書
の
リ
ク
エ

ス
ト
が
で
き
ま
す
。
町
内
に
蔵
書
が
な
い

場
合
で
も
、
岐
阜
県
県
図

書
館
か
ら
借
り
る
な
ど
、

で
き
る
だ
け
お
応
え
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
職

員
ま
で
気
軽
に
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
♪

	

お
は
な
し
ラ
ン
ド

★
と
き
…
７
月
６
日（
土
）

★
場
所
…�

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー�

�

２
階　

図
書
室

★
時
間
…
午
後
１
時
30
分
～
２
時

（
※
時
間
が
30
分
早
く
な
り
ま
し
た
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
、
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
♪�

�

み
ん
な
で
来
て
ね
！

八
百
津
町
中
央
公
民
館
図
書
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
階�

�
�

☎
４
３-

０
３
９
０

○
開
館
時
間

午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
休 

館 

日

�

毎
週
月
曜
日
・
第
３
日
曜
日
・�

�

年
末
年
始（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

実
際
に
過
去
の
落
雷
に
よ
る
死
亡
事
故

は
、
登
山
中
や
ハ
イ
キ
ン
グ
中
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

雷
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は

雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
空
が
光
っ
た
り

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
落
雷
に
対
し
て
、
車（
オ

ー
プ
ン
カ
ー
は
除
く
）、
バ
ス
、
列
車
な
ど

の
車
内
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
は

比
較
的
安
全
な
場
所
で
す
。

も
し
、
近
く
に
安
全
な
場
所
が
確
保
で

き
な
い
場
合
は
、
電
柱
な
ど
高
い
物
体
か

ら
４
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
に
退

避
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
合
、
次
の
よ
う

な
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。

①	

地
面
に
し
ゃ
が
み
、
頭
を
下
に
か
が

め
る（
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
す
る
）

②	

両
手
で
両
耳
を
ふ
さ
ぐ

③	

両
足
の
か
か
と
を
合
わ
せ
る

④	

両
足
の
か
か
と
を
地
面
か
ら
浮
か
せ

る
。（
地
面
と
ふ
れ
あ
う
部
分
を
小
さ
く

し
、
身
体
へ
の
電
気
の
侵
入
を
最
小
に

す
る
た
め
）

こ
れ
か
ら
落
雷
が
多
く
発
生
す
る
季
節

で
す
。
雷
は
、「
遠
く
で
鳴
っ
て
い
る
か
ら

ま
だ
安
全
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
ら
、
す

ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

梅
雨
に
入
り
、
天
候
が
不
安
定
な

日
が
多
く
、
落
雷
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
今
年
５
月
に
は
、
神
奈
川
県
で

男
性
が
落
雷
を
受
け
死
亡
す
る
事
故

も
発
生
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
雷
が
鳴
り
始
め
た
と

き
、
ど
の
よ
う
な
場
所
に
避
難
す
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
？
今
回
の
シ

リ
ー
ズ
防
災
は
「
突
然
の
雷
か
ら
身

を
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
お
送
り
し
ま

す
。

こ
ん
な
場
所
が
危
な
い
！

〇
周
囲
が
開
け
た
場
所

雷
は
高
い
と
こ
ろ
に
落
ち
や
す
い

性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ゴ
ル
フ
場
、
屋
外
プ

ー
ル
、
堤
防
、
砂
浜
、
海
上
、
山
頂

な
ど
、
周
囲
に
高
い
も
の
が
な
い
場

所
は
大
変
危
険
で
す
。

〇
木
の
そ
ば
・
森
の
中

高
い
木
は
落
雷
の
危
険
性
が
高

く
、
木
の
そ
ば
で
は
、
幹
や
枝
か
ら

雷
に
打
た
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

突然の雷から
身を守る

No.87
シリーズ 防災安全

シリーズ防災支援

図書・資料・雑誌のバック
ナンバーは3冊・2週間ま
で貸出をしています。
みなさんのご利用をお待ち
しています!

図 書 室 だ よ り

今
月
の
お
す
す
め
の
本

お
と
ぎ
カ
ン
パ
ニ
ー

�

田
丸
雅
智
／
著 

光
文
社
／
刊

新
人
Ｏ
Ｌ
が
会

社
で
見
つ
け
た
不

思
議
な
鏡
。「
鏡

よ
鏡
、
同
期
で
一

番
仕
事
が
で
き
る

の
は
、
だ
ぁ
れ
？
」
と
話
し
か
け
る
と
…
。

白
雪
姫
な
ど
、
み
ん
な
が
知
っ
て
る
童
話

を
大
胆
ア
レ
ン
ジ
し
た
短
編
14
作
を
収
録
。

封
印
再
度

�

森
博
嗣
／
著 

講
談
社
文
庫
／
刊

50
年
前
謎
の
死

を
遂
げ
た
日
本
画

家
、
そ
の
息
子
ま

で
が
父
親
と
同
じ

状
況
で
死
ん
で
い

た
。
自
殺
な
の
か
、
他
殺
な
の
か
、
犀
川

大
学
教
授
と
生
徒
の
西
之
園
コ
ン
ビ
が
真

相
に
迫
る
。
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今
後
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
る
方
は
、

一
度
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
ま
し

ょ
う
。
運
転
す
る
場
合
は
、
走
り
慣
れ
た

道
路
で
も
基
本
に
立
ち
返
り
、
正
し
い
ル

ー
ル
と
技
能
を
再
確
認
し
、
適
度
な
緊
張

感
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
加
茂

警
察
署
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
シ
ル
バ
ー
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
い
ま
す
。

高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
た
際
や
、
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
開
催
時
に
、
反
射
材
用
品
を

配
り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
、
交
通
事
故
に
は
十
分
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

参
考
：
警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

最
近
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
や
新
聞
記
事
が
多
い

と
感
じ
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
普
段
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
ど
ん
な
こ
と
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
か
？
「
い
つ
も
歩
き

慣
れ
て
い
る
道
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

実
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
は
、

自
宅
近
く
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
た

道
で
も
、
安
全
確
認
は
と
て
も
大
切
で
す
。

早
朝
、
夕
方
、
夜
間
に
外
出
さ
れ
る
際

は
、
運
転
手
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
、

明
る
い
色
の
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
反
射
材
用
品
を
身
に
付
け
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生

は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
加

齢
に
と
も
な
う
動
体
視
力
の
衰
え
や
反
応

時
間
の
遅
れ
な
ど
、
身
体
機
能
の
変
化
に

よ
り
、
危
険
の
発
見
が
遅
れ
が
ち
に
な
る

そ
う
で
す
。

7月の予定 と　き ところ 内　　容

オレンジ
サークル
（無料）

5日（金）
午前１０時分～１１時３０分

ファミリー 
センター 
講義室

認知症の方を介護されている介護者同士が集い、日頃の
介護について語り合います。今回はインストラクターを
招き、リラックスエクササイズを行います。身体とここ
ろをリフレッシュさせましょう。

こころの相談
※要予約（無料）

8日（月）
午後３時～４時 保健センター

こころの健康に関すること、気になることなど、何でも
ご相談ください。精神保健福祉士が個別に対応し、秘密
は厳守します。

らく楽自主
トレーニング
利用者講習会

9日（火）
午後１時３０分～３時 福祉センター

受講希望の方は、7月2日（火）までに、地域包括支援セ
ンターへお申し込みください。
※	受付時に問診があります。健康状態により受付できない場
合があります。

高齢者
あんしん
相談会

１２日（金）
午後１時３０分～３時３０分 上牧野地区 日常生活上で気になることや介護保険のことなど、何で

もご相談ください。地域包括支援センターの職員がご自
宅を訪問します。２３日（火）

午後１時３０分～３時３０分 福地地区

物忘れ相談会
（無料）

２２日（月）
午前１０時～１１時３０分 保健センター

物忘れが多くなってきた、何か心配だけどどこに相談す
ればいいのかわからないなど、お気軽にご相談くださ
い。地域包括支援センターの認知症地域支援推進員が対
応します。

オレンジカフェ
※協力金100円

２5日（木）
午後１時３０分～３時

福地ふれあい
センター

認知症の方やそのご家族、地域の方々、認知症に関わる
専門職が集まり、お茶・コーヒーを飲みながらゆっくり
話しや相談ができる憩いの場所です。今回は県立多治見
病院の方を講師に招き、認知症予防のための運動につい
てご講話いただきます。

お元気サロン
※要申込（無料）

２5日（木）
午前9時３０分～１１時３０分 福祉センター いきいき元気にすごすためのヒントがいっぱい。講話や

実技、軽体操など楽しい企画が盛りだくさんです。

○お申し込み・お問い合わせ先　八百津町地域包括支援センター　☎４３–３２６７

こんにちは！
地域包括支援
センターです！
「高齢者の交通事故を

防ごう！」

No.90
シリーズ 包括支援

シリーズ包括支援
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今
年
度
も
フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク

ー
ル（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）に
参

加
す
る
た
め
、
５
月

か
ら
全
員
で
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
花
壇
の

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、

役
割
分
担
し
、
丁
寧

に
種
植
え
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
は
、
水
や
り
・
植
え
替
え
な
ど
、

美
し
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

町
が
推
進
す
る
「
人
道
教
育
」
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
に
は
、
人
道
・
博

愛
精
神
が
育
っ
て
い
ま
す
。

１
年
生
は
、
八
百
津
・
名
古
屋
研
修
、

２
年
生
は
若
狭
研
修
、
３
年
生
は
東
京
研

修
で
、
八
百
津
町
の
偉
人
杉
原
千
畝
氏
と

関
わ
り
の
あ
る
学
校
や
施
設
を
訪
問
し
ま

す
。
氏
の
足
跡
を
学
び
、
社
会
に
発
信
し

て
い
く
機
会
と
な
り
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
、
地
域
の
方
々
と
手
を

携
え
な
が
ら
、
力
強
く
温
か
い
心
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
力
を
、
よ
り

発
揮
で
き
る
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

�

（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）へ
の
取
り
組
み

今
後
の
活
動
へ
つ
な
ぐ
！

る
よ
う
に
表
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

仲
間
の
考
え
や
教
師
の
説
明
に
集
中
し
て

耳
を
傾
け
、
個
々
の
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

教
員
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
い
、
画
像
を
交

え
て
、
わ
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

４
月
初
め
に
、
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン「
煌

（
き
ら
）め
く
学
校
」
を
掲
げ
、
今
年
度
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

各
委
員
長
も
、
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

受
け
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
ま

し
た
。
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
３
年
生

の
姿
は
、
後
輩
の
お
手
本
で
す
。
そ
し
て
、

積
極
的
に
発
言
す
る
２
年
生
か
ら
は
先
輩

と
な
っ
た
自
覚
と
た

の
も
し
さ
を
、
大
き

な
声
で
発
言
す
る
１

年
生
か
ら
は
積
極
性

を
感
じ
ま
し
た
。

学
校
を
よ
く
す
る

の
は
、
リ
ー
ダ
ー
の

力
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員
が
協
力

し
あ
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
徒
総
会
で

は
、
傍
観
者
が
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
の
話
に
耳
を
か
た
む
け
、
自
分
の
思
い

を
伝
え
る
…
そ
ん
な
姿
か
ら
、
一
人
一
人

の
責
任
・
決
意
を
感
じ
ま
し
た
。
全
員
挙

手
・
全
員
発
言
の
生
徒
総
会
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

全
員
が
主
役　
生
徒
総
会

と
き
に
は
、
仲
間
の
表
情
を
見
て
、「
元

気
か
な
」
と
察
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
を

大
切
に
あ
い
さ
つ
し
て
い
ま
す
。
声
を
か

け
ら
れ
た
子
ど
も
も
笑
顔
と
な
り
、
一
日

を
気
持
ち
よ
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

②�

集
中
し
て
隅
々
ま
で「
掃
除
」

広
い
校
舎
内
を
２9
人
で
掃
除
し
ま
す
。

一
人
一
人
の
担
当
の
範
囲
は
と
て
も
広

く
、
集
中
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
時
間

内
に
終
わ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
校
で
は
、『
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
時
間
に
な
る
と
自
然
に
声

を
か
け
合
い
、
掃
除
が
始
ま
り
ま
す
。
環

境
美
化
へ
の
意
識
だ
け
で
な
く
、
時
間
に

対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

③�

心
を
響
か
せ
る「
合
唱
」

少
な
い
人
数
で
も
一
人
一
人
の
声
が
聴

く
人
に
届
き
、
心
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
合
唱
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
練
習
や
全
員
合
唱
で
も
、
互
い

に
意
見
を
交
わ
し
、
良
さ
や
課
題
を
明
確

に
し
て
、
次
の
練
習
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

④�

活
気
あ
ふ
れ
る「
授
業
」

授
業
で
は
、
全
員
挙

手
・
全
員
発
言
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
挙

手
・
発
言
を
す
る
た
め

に
は
自
分
な
り
の
考
え

を
も
ち
、
相
手
に
伝
わ

豊
か
な
自
然
と
地
域
の
方
々
の
温
か
さ

に
囲
ま
れ
、
東
部
中
は
子
ど
も
た
ち
の
明

る
い
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
助

け
合
い
、
心
温
か
く
関
わ
り
合
う
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
行
事
な
ど
を
と
お

し
て
、
地
域
の
方
々
と
深
い
つ
な
が
り
が

あ
る
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
特
色
が
あ
り

ま
す
。
地
域
で
活
躍
で
き
る
場
が
あ
る
こ

と
で
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
愛
着
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
、
力
を
よ
り

発
揮
で
き
る
よ
う
、「
あ
い
さ
つ
」「
掃
除
」

「
合
唱
」「
授
業
」
を
東
部
４
本
柱
と
し
て
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

①�

あ
ふ
れ
る「
あ
い
さ
つ
」

毎
朝
、
東
部
中
の
玄
関
に
は
、
気
持
ち

の
よ
い
あ
い
さ
つ
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

本
校
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
相
手
に
気

持
ち
が
通
じ
る「
先
が
け
あ
い
さ
つ
」で
す
。

委
員
会
の
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
り
、

登
校
す
る
子
ど
も
を
笑
顔
で
迎
え
ま
す
。

東
部
４
本
柱
を
意
識
し
た
活
動

No.85
シリーズ 教育の窓

｢

力
強
く
・
温
か
く｣

一
人
一
人
の
力
を

よ
り
発
揮
さ
せ
る
！

八
百
津
東
部
中
学
校

教育の窓
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大切なのは、早期発見・早期治療！
がん検診を受けましょう

他人ごとではありません！ あなたの命を守る がん検診

比べてお得！！ 町のがん検診

がん検診のご案内

現在、およそ２人に１人ががんにかかり、４人に１人が
がんで亡くなっていると言われています。

これは住民検診と病院の診察でがんが発見された人の 
５年生存率を比較したグラフです。住民検診によって 
発見された方の方が、生存率が高いことが分かります。

定期的な検診を受けることが、がんの早期発見・ 
早期治療につながります。積極的に受診しましょう！

（出典：国立がん研究センター がん統計’05）

面倒だから、忙しいからと、がん検診を受けていない方はいませんか。
町のがん検診は、医療機関よりもずっと安く受診できます。これは、早期発見・  

早期治療によって、町民のみなさんの健康を守るために、助成を行っているから。
このチャンスを逃さず、ぜひ受診してください。

〇 対象の方で受診票をお持ちでない方は、 
保健センター（下記）へお申し出ください。

〇日程は「健康・生活カレンダー」、町ホームページに掲載しています。
〇詳しくは、下記へお問い合わせください。
お問い合わせ先　保健センター内 健康福祉課 健康増進係　☎４３–２１１１（内線２５６１・２５６２）

市区町村におけるがん検診の平均単価
検診単価 自己負担額

胃がん検診 7,103円 1,000円
大腸がん検診 2,366円    500円
肺がん検診 2,483円    500円

（喀痰検査含む） （5,129円） （1,000円）
※�前立腺がん検診はデータなし。�
2015年度厚生労働省�
「市区町村におけるがん検診の事業費に関する調査」より

今年度中に
２０歳になる女性は子宮頸がん検診、
４０歳になる方には胃・肺・大腸・乳がん検診、
５０歳になる男性は前立腺がん検診が、
それぞれ無料で受けられます。
また、４０歳から６９歳の方は、県の補助により  
大腸がん検診が無料で受けられます。

胃がん検診
対象者	 ４０歳以上の方
内　容	 バリウム健診
費　用	 1,000円

大腸がん検診
対象者	 ４０歳以上の方
内　容	 便潜血反応検査
費　用	 500円

肝炎ウィルス検診
対象者	 	今年度中に４０・４５・５０・

５５・６０・６５・７０歳に	
なる方で、今まで肝炎
ウィルス検診を受けた
ことがない方

内　容	 血液検査
費　用	 無料

【オプション】
心電図・眼底検査
対象者	 ４０歳以上の方
内　容	 	問診、心電図検査、	 	

眼底検査
費　用	 各500円

肺がん検診
対象者	 ４０歳以上の方
内　容	 Ｘ線検査
	 喀痰検査（該当者のみ）
費　用	 各500円

前立腺がん検診
対象者	 ５０歳以上の男性
	 （	2年以内に検診を受け、	

異常がなかった方は対象外）

内　容	 血液検査
費　用	 500円

このマークのついた検診を受けた方には、 
町指定可燃ごみ袋をプレゼント！

子宮
0

20

40

60

80

100
発見経緯別５年生存率（％）

住民検診 病院
胃 結腸 直腸 肺 乳房
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Ｑ．特定健診または人間ドックを受けますか？

Ｑ．現在の職業は？

Ｑ．特定健診・人間ドックを受けない理由は？
（複数回答）

無職

臨時職員

自営業

家事専業

農業

正職員

林業

その他

未回答

334

受けた（受ける予定）

受けない（受けない予定）

未回答

676
94148

43

184

144

108

49

9

3

29

7

病院で受診している

健康である

他の機会に受けた

忙しい

結果が怖い

必要がない

項目が少ない

案内に気づかなかった

期間が短い

その他

未回答

31

14

9

6

4

3

2

2

12

6

Ｑ．健診を受けやすくするにはどうすればいいと
思いますか？（複数回答）

438待ち時間を少なくする

期間を増やす

費用の無料化

検査項目を増やす

実施場所を増やす

その他

未回答

270

222

166

85

50

154

町全体の受診率は

42.8％です

国民健康保険に加入している方は、ぜひ町の健診をご利用ください。
アンケートでは、「病院に通院しているから特定健診を受けない」というご意見が多く見られました。

生活習慣病（糖尿病）で通院している方を対象に、検査結果を医療機関から町に提供する特定健康診査
情報提供事業が今年度から始まります。この制度を利用すれば、特定健診を受けたことに代えられま
す。ぜひご活用ください。

アンケートにご協力いただきありがとうございました。

みなさんからのご意見をもとに、今年度の特定
健診では次のように改善しました。
① 集団健診（出張所・保健センターで受ける健

診）の実施日数を１日増やす（昨年１９日間から
２０日間へ）

② 施設健診（医療機関で受ける健診）の終了日を
２月末まで延長（昨年は１０月末まで）

自分のために　大切な人のために
特定健診を受けましょう

八百津町国民健康保険 特定健診に関するアンケート
町では、平成３０年度に特定健診に関するアンケートを実施し、2,336人のうち867人（回収率37.1％）

の方からご回答いただきました。（対象：国民健康保険に加入している４０歳から７４歳の方）
アンケートの集計結果をご報告します。
年代（人） 性別 おすまいの地区

40歳～49歳
41

50歳～59歳
59

60歳～69歳
413

男性 41170歳以上
352

未回答 2 未回答 2

女性 454

八百津地区
（錦織地区含む）

311

伊岐津志地区
124

和知地区
241

久田見地区
110

福地地区 31

潮南地区 45 未回答 5
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〇年代によって受けられる健診が変わります。
〇特定健診とぎふ・すこやか健診は、医療機関でも受診できます。

受診期間：８月１日（木）から２月２９日（土）　※要予約
受診場所：町内または加茂郡、美濃加茂市内の指定医療機関

〇詳しくは、下記までお問い合わせください。
お問い合わせ先
町民課　☎４３–２１１１
国民健康保険係（内線２１１４）
医療年金係（内線２１１５）

お問い合わせ先
岐阜県可茂県事務所
� 環境課　☎２５–３１１１

６月は「外来植物防除月間」です。駆除にご協力ください。
どうやって駆除すればいいの？
根から引き抜き、枯死させましょう。
堤防などに大量に生えている場合は、種子がない時期
に茎から刈り取ることも、生息範囲を拡げない効果が
あります。

駆除の後の処理はどうすればいいの？
生きたまま移動させて根付かせたり、種子が拡散した
りしないように注意してください。
その場で２・３日放置して枯死させた後、ビニール袋
などに入れ、燃えるゴミとして処理することをお勧め
します。種子がない時期に刈り取り、花や茎だけを移
動することは問題ありません。

外来生物対策　基本原則
・外来生物を持ち込まない
・既に生息している外来生物を移動させない
・飼っている外来生物を自然に放たない

消
防
官
募
集

可
茂
消
防
事
務
組
合
で
は
、 

 

来
春
採
用
予
定
の
消
防
官
を
募
集
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
職
員
お
よ
び
人
員

消
防
官（
消
防
士
）と
し
て
勤
務
す
る
職
員
１１
名
程
度

○
受
験
資
格

・
大
学
、
短
大
、
高
校
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等
の 

 

学
校
卒
業
の
学
歴
を
有
す
る
者（
令
和
２
年
３
月 

 

卒
業
見
込
者
を
含
む
）

・
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１４
年
４
月
１
日 

 

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
受
付
期
間

７
月
１６
日
㈫
か
ら
８
月
８
日
㈭

（
受
験
申
込
書
は
受
付
の
１
週
間
前
か
ら
配
布
）

○
試
験
の
日
時
・
場
所

・
第
１
次
試
験

【
教
養
試
験
・
適
性
検
査
】

と　
き　
９
月
２２
日
㈰
午
前
８
時
5０
分

と
こ
ろ　
県
立
可
児
高
等
学
校

（
可
児
市
坂
戸
９
８
７-

２
）

【
体
力
試
験
】

と　
き　
９
月
２３
日（
月
・
祝
）午
前
９
時

と
こ
ろ　
美
濃
加
茂
市
中
央
体
育
館

（
美
濃
加
茂
市
太
田
町
１
９
１
６-

１
）

・
第
２
次
試
験

【
口
述
試
験
お
よ
び
作
文
試
験
】

と　
き　
１０
月
２３
日
㈬
午
前
８
時
３０
分

と
こ
ろ　
可
茂
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
庁
舎

（
美
濃
加
茂
市
加
茂
川
町
３-

７-

７
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

可
茂
消
防
事
務
組
合　
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
２
６-

０
１
４
４
）

特定健診など各種健診のご案内
国保３０︐S健診
対象者	 	国民健康保険に加入	 	

している３０～３９歳の方
内　容	 	尿検査、身体計測、	 	

血液検査、診察
費　用　500円
持ち物　保険証、受診票

ぎふ・すこやか健診
対象者	 	後期高齢者医療保険制

度に加入している方
内　容	 	尿検査、身体計測、血

液検査、診察
費　用	 	420円（町の集団検診）		

500円（医療機関で受診）
持ち物	 	保険証、受診票

国保特定健診
対象者	 	国民健康保険に加入	 	

している４０～７４歳の方
内　容	 	尿検査、身体計測、	 	

血液検査、診察
費　用	 500円
持ち物	 保険証、受診票

アレチウリ オオハンゴンソウ オオキンケイギク

特定健診と同じ検査を
病院で受けると、

およそ１万円かかります。
町の健診なら、
なんと500円！

ぜひご利用ください。
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町
民
課 

国
民
健
康
保
険
係
ま
た
は
各
出
張
所
に

用
意
し
て
い
る
申
請
書
に
、
記
入
・
捺
印
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
、
印
鑑
、
振
込
先
口
座
の
分
か
る
も
の
、

健
診
結
果
、
領
収
書
が
必
要
で
す
。

町
民
課　
国
民
健
康
保
険
係（
内
線
２
２
１
４
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
４０
歳
か
ら
７４
歳

ま
で
の
方
で
、
町
が
実
施
す
る
特
定
健
診
と
は
別
に

職
場
で
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る
方
は
、
健
診
結
果

を
町
に
提
出
す
る
こ
と
で
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診

し
た
こ
と
に
代
え
ら
れ
ま
す
。

健
診
結
果
に
よ
り
特
定
保
健
指
導
に
該
当
す
る
方

に
は
、
後
日
、
町
か
ら
連
絡
し
、
保
健
師
や
栄
養
士

か
ら
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
の
健
康
状
態
を

把
握
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
健
康
な
く
ら
し
に

つ
な
げ
る
た
め
、
職
場
の
健
診
結
果
を
受
け
取
ら
れ

ま
し
た
ら
、
町
へ
の
ご
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

町
民
課 

国
民
健
康
保
険
係 
ま
た
は 

各
出
張
所

・ 

健
診
結
果（
写
し
）を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
方
に

は
、
町
施
設「
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
利
用
券
」を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申問他

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
医
療
機
関

で
健
康
診
断
を
受
け
る
と
き
、
費
用
の
一
部
に
つ
い

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・ 

町
内
在
住
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

３5
歳
以
上
の
方

・
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
、
町
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い
方

【
助
成
金
額
】

健
診
に
か
か
っ
た
費
用
が
２
万
円
以
上
の
場
合
の

２
分
の
１
以
内
、
１
万
５
千
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

【
助
成
条
件
】

・
今
年
度
中
、
助
成
は
１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

・
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査
、
尿
検

査
、
生
化
学
検
査
、
血
液
学
検
査
、
眼
底
検
査
、

Ｘ
線
検
査
ま
た
は
胃
カ
メ
ラ
検
査
、
理
学
的
検

査
な
ど
基
本
的
項
目
が
助
成
の
対
象
で
す
。
脳

ド
ッ
ク
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
は
対
象
外
で

す
。

対

・
ご
提
供
い
た
だ
い
た
健
診
結
果
な
ど
の
個
人
情

報
は
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
以
外

の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

町
民
課　
国
民
健
康
保
険
係（
内
線
２
１
１
４
）

町
で
は
、
国
の
経
済
対
策
を
受
け
、
町
内
で
利
用

で
き
る
八
百
津
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
費
税
率
１０
％
へ
の

引
き
上
げ
が
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
地
域
で
の
消
費
の
喚
起
・
下
支
え
を
す
る
た

め
で
す
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
取

扱
店
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ

い
。

八
百
津
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱
店

（
以
下「
取
扱
店
」）と
は
…

八
百
津
町
内
の
店
舗
・
事
業
所
な
ど
で
八
百
津
町

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
取
扱
い
を
希
望
す
る
事
業

者
と
し
ま
す
。

問

お

知

役

場
か

ら

のら

せ
☎ 43-2111
　 43-0969
HP http://www.
town.yaotsu.lg.jp/

FAX

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

国
保
加
入
者
の
健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

�

町
民
課
　
国
民
健
康
保
険
係

健
診
結
果
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

�

町
民
課
　
国
民
健
康
保
険
係

八
百
津
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
！

�

地
域
振
興
課
　
商
工
振
興
係
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【
申
請
手
続
き
】

● 

取
扱
店
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、

「
八
百
津
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱
店
登
録

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

八
百
津
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取
扱
店
登
録
申

請
書
は
、
八
百
津
町
商
工
会
・
役
場
地
域
振
興
課

で
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 

取
扱
店
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
の

ぼ
り
旗
な
ど
の
必
要
物
品
を
交
付
し
ま
す
。

● 

申
込
期
間
は
、
令
和
元
年
７
月
１
日
㈪
か
ら
令
和

元
年
８
月
３０
日
㈮

【
商
品
券
の
換
金
方
法
に
つ
い
て
】

● 

取
扱
店
は
、
受
け
取
っ
た
商
品
券（
使
用
済
み
の

商
品
券
）と「
商
品
券
換
金
申
請
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
八
百
津
町
商
工
会
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

● 

商
工
会
は
、「
商
品
券
換
金
申
請
書
」と
使
用
済
み

の
商
品
券
を
確
認
の
上
、
取
扱
店
登
録
申
請
書
に

ご
記
入
を
い
た
だ
い
た
金
融
機
関
へ
振
り
込
み
ま

す
。

● 

換
金
期
間
は
、
令
和
元
年
１０
月
１
日
㈫
か
ら

令
和
２
年
３
月
１６
日
㈪

※�

換
金
期
間
を
経
過
し
た
場
合
、
一
切
換
金
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

八
百
津
町
商
工
会
☎
４
３-

０
２
６
６

地
域
振
興
課
商
工
振
興
係（
内
線
２
２
５
５
）

問

農
地
・
農
業
用
施
設
の
所
有
者
、

管
理
者（
受
益
者
）の
み
な
さ
ん
へ

今
年
も
梅
雨
、
台
風
な
ど
に
と
も
な
う
集
中
豪
雨
、

洪
水
に
よ
る
災
害
発
生
を
懸
念
す
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。

特
に
農
地
・
農
業
用
施
設（
用
水
路
、
排
水
路
、

た
め
池
、
頭
首
工
、
ポ
ン
プ
場
な
ど
）の
災
害
は
、

農
業
経
営
の
不
安
定
、
農
地
の
荒
廃
を
招
く
要
因
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
被
害
が
人
命
、
家
屋
な
ど
に
お
よ
ぶ
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
な
災
害
防
止
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

① 

常
に
気
象
情
報
に
注
意
し
、
農
地
・
農
業
用
施
設

の
巡
回
、
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

② 
定
期
的
に
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
整
備
、
補
強

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③ 

常
日
頃
か
ら
洪
水
時
に
備
え
、
農
業
用
施
設
の
堆

積
土
砂
、
流
木
お
よ
び
浮
遊
物
な
ど
の
除
去
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

④ 

洪
水
調
整
と
し
て
、
水
田
に
一
時
的
に
降
雨
を
貯

留
で
き
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤ 

施
設
の
見
回
り
な
ど
行
う
場
合
も
、人
命
が
最
優
先

で
す
。
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

建
設
課　
基
盤
整
備
係（
内
線
２
３
１
４
）

農
林
課　
農
業
振
興
係

（
内
線
２
３
３
２・２
３
３
３
）

問

山
地
災
害
、
林
道
災
害
に
ご
注
意
を
!!

梅
雨
、
台
風
な
ど
に
と
も
な
う
大
雨
・
長
雨
時
は
、

山
林
の
地
盤
が
不
安
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
前
ぶ
れ
を
知
り
、
日
ご

ろ
か
ら
十
分
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
林
道
の
利
用
に
は
、
落
石
や
崩
土
が
発
生

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
林
道
を
避
け
、
安
全
と

思
わ
れ
る
道
路
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意
！

○ 

山
か
ら
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
き
た
と
き

○ 

河
川
が
急
に
濁
り
だ
し
た
り
、
流
木
が
混
ざ
り
始

め
た
と
き

○ 

雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
、
河
川
の
水
位
が
減
り
始

め
た
と
き

○
山
か
ら
聞
き
慣
れ
な
い
音
が
聞
こ
え
た
と
き

建
設
課　
基
盤
整
備
係（
内
線
２
３
１
４
）

農
林
課　
林
業
振
興
係（
内
線
２
３
３
４
）

問

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

令和元年６月１日現在の人口
人　口 男　性 女　性 世帯数

総人口 10,955人 5,312人 5,643人 4,312世帯

（日本人）10,825人 5,266人 5,559人 4,250世帯

（外国人） 130人 46人 84人 62世帯

� ※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

シルバー人材センター実績報告

4
月

件 　 　 数 27件
就 労 人 員 399人（実58人）
就 労 時 間 1,898時間
受 託 金 額 2,155,755円

シルバー人材センター　☎43-5567

災
害
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

�

建
設
課
　
基
盤
整
備
係

�

農
林
課
　
農
業
振
興
係

�

林
業
振
興
課
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〇�

学
校
敷
地
内
は
全
面
禁
煙
、
体
育
施
設
・
公
民
館

な
ど
は
指
定
場
所
以
外
禁
煙
と
な
り
ま
す

今
年
７
月
１
日
か
ら
、
小
中
学
校
の
敷
地
内
は
、

全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
学
校
開
放
施
設
と
し
て

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す
る
と
き
も
、
特

定
屋
外
喫
煙
場
所
以
外
で
は
絶
対
に
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
や
地
区
公
民
館
、

地
区
セ
ン
タ
ー
で
も
、
指
定
の
喫
煙
場
所
以
外
で

は
、
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
内
線
２
５
１
６・２
５
１
７
）

教
育
総
務
係（
内
線
２
５
１
３
）

町
で
は
、
次
の
と
お
り
、
消
費
生
活
相
談
員
を
募

集
し
ま
す
。

〇
募
集
人
員　
１
名

〇
職
務
内
容

八
百
津
町
・
七
宗
町
・
白
川
町
・
東
白
川
村
・

御
嵩
町
の
消
費
生
活
相
談
業
務
と
、
消
費
生
活
に

関
す
る
情
報
提
供
・
啓
発
業
務

問

公
園
や
体
育
施
設
、
各
地
区
公
民
館
は
、
た
く
さ

ん
の
方
が
利
用
す
る
、
み
ん
な
の
憩
い
の
場
で
す
。

他
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
次
の
ル
ー
ル

を
守
り
、
み
ん
な
が
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

〇
公
園
内
は
火
気
厳
禁

公
園
内
で
は
、
火
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

火
事
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
他
の
方
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
た
き
火
、
花
火
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

〇
ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

各
自
が
責
任
を
も
っ
て
、
ご
み
を
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
一
人
一
人
の
意
識
が
、
施
設
の
美
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

〇
犬
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

公
園
内
で
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
必
ず
リ
ー
ド
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
、
フ
ン
は
必
ず

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
資
格

⑴ 

応
募
日
時
点
で
、
次
に
掲
げ
る
資
格
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
を
有
す
る
こ
と

ア 

消
費
生
活
相
談
員（
国
家
資
格
）

イ 

消
費
生
活
専
門
相
談
員（
独
立
行
政
法
人

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

ウ 

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
一
般
財
団
法

人
日
本
産
業
協
会
）

エ 

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
一
般
財
団

法
人
日
本
消
費
者
協
会
）

⑵ 

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）の
基
本
操
作

が
で
き
る
こ
と

〇
勤
務
条
件

⑴ 

任
用
期
間

採
用
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で

※
再
任
可

⑵ 

身
分

消
費
生
活
相
談
員（
非
常
勤
職
員
）

⑶ 

勤
務
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
う
ち
週
１
日
か
ら

２
日
、
月
６
日　
※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

⑷ 

勤
務
場
所

八
百
津
町
役
場 

月
２
日
、
七
宗
町
役
場 

月
２

日
、
御
嵩
町
役
場 

月
２
日

⑸ 

勤
務
時
間

午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

⑹ 

報
酬

時
給
１
，２
０
０
円　

※
交
通
費
の
支
給
あ
り
、
社
会
保
険
の
加
入
な

し

地
域
振
興
課 

地
域
振
興
係（
内
線
２
２
５
３
）

問

み
ん
な
の
施
設

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

�

教
育
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

�

教
育
総
務
係

消
費
生
活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

�

地
域
振
興
課
　
地
域
振
興
係
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ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園（
旧
日
本
昭
和
村
）で
１０
月
に

開
催
さ
れ
る「
ｅ-

ｋ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ま
る
ご
と
環
境
フ
ェ

ア
」の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
然
環
境
の
保
全
と
共
生
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
、
体
験
で
き
る
場
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
、
環
境
保

全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
の
概
要

１０
月
１９
日
㈯

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園（
旧
日
本
昭
和
村
）

ど
ん
ぐ
り
広
場
周
辺

（
美
濃
加
茂
市
山
之
上
町
２
２
９
２-

１
）

主
催
： 

ｅ-

ｋ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ま
る
ご
と
環
境
フ
ェ
ア

２
０
１
９
実
行
委
員
会 

 

美
濃
加
茂
市
・
坂
祝
町
・
富
加
町
・ 

 

川
辺
町
・
七
宗
町
・
八
百
津
町
・
白
川
町
・

東
白
川
村

■
出
展
方
針

① 

自
然
環
境
の
保
全
、
生
物
多
様
性
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境
へ
の

取
り
組
み
が
来
場
者
に
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
、
企

画
に
盛
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

時場他

② 

来
場
者
が
直
接
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
る
参
加
型
、
体
験
型
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
く

だ
さ
い
。

③ 

ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
内
に
飲
食
店
が
あ
り
ま
す
の

で
、
飲
食
物
の
販
売
の
み
の
出
展
は
募
集
し
ま
せ

ん
。

■
出
展
の
条
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
出
展
の
条
件

と
な
り
ま
す
。

① 

加
茂
圏
域
お
よ
び
周
辺
地
域
に
拠
点
を
有
し
、
事

業
・
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

② 

環
境
の
大
切
さ
を
伝
え
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活

の
普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

③ 

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提

供
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

④ 

そ
の
他
、
地
域
と
の
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
る
な

ど
、
主
催
者
に
お
い
て
特
に
認
め
る
も
の
。

 

出
展
希
望
の
方
は
、役
場 

水
道
環
境
課　
環
境
衛

生
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
：
７
月
１９
日
㈮

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
出
展
内
容
な
ど
に
よ
り

主
催
者
が
ブ
ー
ス
の
規
模
を
調
整
し
て
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
調
整
が
難
し
い
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
出
展
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

水
道
環
境
課 

環
境
衛
生
係（
内
線
２
１
２
６
）

申問

真夏でなくても要注意！
熱中症にご注意を！！
熱中症は、農作業中の高齢者に
特に多く発生しています。
こまめに水分補給しましょう。
気温が上がる日中を避け、� �

朝・夕に作業を
行いましょう。

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

納期のお知らせ
●7月1日 納期限●

町県民税   1期分
国民健康保険税   2期分
介護保険料   2期分
保育料   6月分
水道料   6月分
町営住宅使用料   6月分

●7月31日 納期限●
固定資産税   2期分
国民健康保険税   3期分
介護保険料   3期分
後期高齢者医療保険料   1期分
保育料   7月分
水道料   7月分
町営住宅使用料   7月分

※口座振替をご利用の方は残高を確認ください。

｢

ｅ-

ｋ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ま
る
ご
と
環
境
フ
ェ
ア｣

出
展
者
を
募
集
し
ま
す

�

水
道
環
境
課
　
環
境
衛
生
係
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●
保
険
証（
被
保
険
者
証
）を
更
新
し
ま
す

保
険
証
は
１
人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
は
、
八
百
津
町
に
住
所

を
有
す
る
75
歳
以
上
の
方
と
、
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
で
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
31
年
７
月
31
日

で
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
ご
使
用
く

だ
さ
い（
新
し
い
保
険
証
は
７
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
）。

ま
た
、
新
し
い
保
険
証
は
う
す
い
紫
色
に
変
わ
り
ま
す
。

古
い
保
険
証
を
処
分
さ
れ
る
と
き
は
、
住
所
や
氏
名

が
見
え
な
い
よ
う
裁
断
す
る
な
ど
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
今
年
度
の
保
険
料

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す
る「
均

等
割
額
」と
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所

得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
、
今
年
度（
平
成
31
年
度
）の

保
険
料
は
平
成
30
年
中
の
所
得
を
も
と
に
個
人
単
位
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

５
月
末
ま
で
に
岐
阜
県
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
に
な
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
７
月
中
旬
に
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
。
保
険
料
額
や
納
付
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
額
に
つ
い
て
】

今
年
度
の
保
険
料
は
以
下
の
ア
、
イ
の
合
計
額
に
な

り
ま
す
。

ア
：
均
等
割
額

（
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
４
万
１
２
１
４
円
）

イ
：
所
得
割
額

（
被
保
険
者
の
所
得
※
×
所
得
割
率
７･
７
５
％
）

※
総
所
得
金
額
等
ー
33
万
円（
基
礎
控
除
額
）

●
保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ

く「
特
別
徴
収
」と
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
お
支
払
い

た
だ
く
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
「
特
別
徴
収
」

年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方
で
、
介

護
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
合
計

額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
場
合
は
、

年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

②
口
座
振
替
や
納
付
書
に
よ
る
お
支
払
い「
普
通
徴
収
」

特
別
徴
収
と
な
ら
な
い
方
は
、
町
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
や
、
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
と
な
り

ま
す
。
保
険
料
の
お
支
払
い
忘
れ
が
な
く
、
便
利
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
付
方
法
を
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
納
付
）

か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

保
険
料
を
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方

は
、
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
町
民
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き

町
民
課
で
は
保
険
料
の
納
付
に
関
す
る
相
談
を
受
付

し
て
い
ま
す
。
失
業
や
災
害
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
場

合
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

十
分
な
収
入
・
資
産
な
ど
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
に
は
、
法
律
の
定
め
に
よ
り

滞
納
処
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

《7月３１日まで・うすい緑色》
《８月１日から・うすい紫色》
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●
保
険
料
軽
減
措
置
の
見
直
し

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
特
例
措
置
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
段
階
的
に
本

則
へ
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。
安
定
し
た

医
療
制
度
運
営
の
た
め
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
保
険
料
「
均
等
割
額
」
の
軽
減　

改
正

〇
注
意

均
等
割
額
軽
減
判
定
時
の
総
所
得
金
額
は
、
各
収
入

か
ら
必
要
経
費
や
控
除
額
を
差
し
引
い
た
所
得
金
額

の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
譲
渡
所
得
は
特

別
控
除
前
の
金
額
と
な
る
ほ
か
、
事
業
専
従
者
控
除

の
適
用
は
な
く
、
専
従
者
給
与
額
は
事
業
主
の
所
得

に
合
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
８
割
軽
減
判
定
時
を
除

き
、
年
金
所
得
は
年
金
収
入
か
ら
公
的
年
金
等
控
除

額
と
特
別
控
除
15
万
円（
65
歳
以
上
の
方
の
み
適
用
）

を
差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。
な
お
軽
減
判
定

日
は
４
月
１
日
ま
た
は
資
格
を
取
得
し
た
日
と
な
り

ま
す
。

②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の

�

保
険
料
「
均
等
割
額
」
の
軽
減　

改
正

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
日
の
前
日
に
、
会
社

の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
方
は
、
所
得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
均
等

割
額
は
、
制
度
に
加
入
後
２
年
経
過
す
る
ま
で
の
間
に

限
り
、
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
所
得
が
低
い

方
へ
の
軽
減
に
も
該
当
す
る
方
は
、
い
ず
れ
か
大
き
い

軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。）

※
被
用
者
保
険
と
は
…
協
会
け
ん
ぽ
・
健
康
保
険
組

合
・
船
員
保
険
・
共
済
組
合
の
公
的
医
療
保
険
の

総
称（
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康
保
険
組
合
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
）

お
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

医
療
年
金
係

☎
４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
１
１
５
）

医
療
保
険
料
の
均
等
割
が
こ

れ
ま
で
９
割
軽
減
と
な
っ
て
い

た
方
は
、
今
年
度
、
８
割
軽
減

に
変
わ
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
今
年
度
、

所
得
の
低
い
高
齢
者
へ
の
保
険

料
の
負
担
軽
減
が
強
化
さ
れ
ま

す（
月
平
均
３
７
５
円
軽
減
）。

ま
た
、
所
得
の
低
い
年
金
受
給

者
の
方
は
、
今
年
10
月
か
ら
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金（
基

準
額
月
５
千
円
）の
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

・�

介
護
保
険
料
軽
減
は
、
課
税
者
と

同
居
し
て
い
る
場
合
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

・�

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

（
補
足
的
な
給
付
を
含
む
）は
、
支

給
要
件（
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
中
、
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
、
前

年
の
年
金
収
入
額
と
所
得
額
の
合
計
が
87
万
９
３
０
０
円
以

下
）を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
金
額
は
保
険
料
を
納

め
た
期
間
な
ど
で
異
な
り
、
基
本
的
に
10
・
11
月
分
を
12
月

（
年
金
の
支
払
日
と
同
日
）に
振
込
み
ま
す
。

・�

医
療
保
険
料
を
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
で
納
め
て
い
る
場

合
、
引
き
落
と
し
額
へ
の
影
響
は
10
月
か
ら
で
す
。

対象者の所得要件
（ 世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所
得の合計額）

均等割額の軽減割合

本来の 
軽減

平成 
31年度
（今年度）

令和 
2年度

令和 
3年度

平成30年度の8.5割軽減の区分
33万円以下

7割

8.5割 7.75割 7割

平成30年度の9割軽減の区分
うち、世帯の被保険者全員の各種所得なし
（ただし、公的年金控除額は80万円として計算）
※特別控除（15万円）はありません。

改正
8割 7割

33万円＋28万円改正×（被保険者数）以下 5割 5割

33万円＋51万円改正×（被保険者数）以下 2割 2割

均
等
割
９
割
軽
減
の
み
な
さ
ま
へ

保険料の納付額（２割）

（例）年金収入80万円以下の方
平成30年度 平成31年度（今年度）

９割軽減
（月平均340円納付）

８割軽減
（月平均680円納付）

保険料の納付額（１割）
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行事名 とき 対象 ところ 内容

乳幼児相談 １6日（火）　 9 :30～１１ :30 未就園児 子育て支援センター 身長・体重　発育相談
保健師・栄養士が対応

誕生会 １8日（木）　１0 :30～１１ :00 未就園児 子育て支援センター リズムあそび

子育て支援学級 
ぴよぴよ・すくすく 20日（土）　１7 :00～ 未就園児 八百津保育園 夏の夕べ参加

子育て支援学級 
わいわい １3日（土）　１7 :00～ 未就園児 錦津保育園 夏の夕べ参加

子育て支援学級 
あおむし 27日（土）　１7 :00～ 未就園児 久田見保育園 ファミリー大会参加

子育て支援学級 
ムーミン  6日（土）　１6 :00～ 未就園児 和知センター体育館 子ども夏まつり参加

前売りチケット有り

園庭開放 毎週月曜日 9 :30～１１ :00 未就園児 八百津・錦津
久田見・和知保育園 園庭で遊ぼう

乳幼児学級 １0日（水）　１0 :00～１１ :１5

乳幼児学級
全地区
学級生

未就園児と
その保護者

ファミリーセンター
2階　大研修室

杉山さんしろう
「絵本ライブ」

※ 全地区合同学級として
公開します。 
学級生以外の参加も大
歓迎です。ぜひお越し
ください。

親が肩の力を抜くと、�
� 親が楽になります。

親が楽になると、�
� 子どもが楽になります。
親も子どもも、外ではいろいろと気を
遣って、疲れているのです。

せめて家庭だけでも、
ほっとしたい、とみんな
が願っているのではない
でしょうか。

子育てハッピーアドバイス�
（明橋大二著）より

絵本ライブを開催します♪
7月の乳幼児学級では、岐阜市の絵本専門

店「おおきな木」店主・杉山さんしろうさんを
お招きして、絵本ライブを行います。
今回は特別に、公開学級としますので、み

なさんぜひお越しください。事前のお申し込
みは不要です。

と　き…7月１０日（水）１０時～
ところ…ファミリーセンター２階　大研修室
対　象…０歳～３歳のお子さんとその保護者

絵本ライブとは…
音楽に乗せて、読み聞かせを行います。
ふだんの読み聞かせのヒントもいっぱい！
大人も子どもも楽しいステージですよ♪

お知らせ　乳幼児学級より

子育て情報ひろば
7月の行事予定

子育て支援センター　
 ☎43‒2111（内線2582）
八百津保育園 ☎43‒0196
錦津保育園 ☎43‒0449
久田見保育園 ☎45‒1276
和知保育園 ☎43‒0519

入園前のお子さんとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

子育てあれこれ！
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保健
センター
だより

7月の
予定

予約・お問い合わせは…
八百津町保健センター
☎43-2111（内線2561・2562）

母子手帳交付
○と　き 毎週水曜日　9 :00～9 :30
○ところ 保健センター
○持ち物 妊娠届出書 

マイナンバーカード 
（またはマイナンバー通知書＋身分証）

アフタービクス・ベビークッキング
○と　き １７日（水）　13 :00～15 :00
○ところ 保健センター
○対　象 出産後6ヶ月以内の産婦さん
○持ち物 母子手帳、赤ちゃんのお世話に必要なもの 

エプロン、三角巾 
運動のできる服装・くつ、タオル、飲み物

○その他 12日（金）までに電話でご予約ください。

健康相談
○と　き 毎週水曜日 　10 :00～11 :00
○ところ 保健センター
○対　象 八百津町にお住まいの方
☆健康に関するご相談に、保健師・管理栄養士がお答

えします！お気軽にお越しください。

結核健康診断のお知らせ
下記の日程にて結核健康診断を実施します。
対象：６５歳以上の⽅（昭和29年度生まれまでの⽅）
※肺がん検診を受診する⽅は結核健診を受ける必要はありません。

乳幼児健診 とき 対象 受付時間

1歳6ヶ月児健診 4日 
（木）

H29年11月   
  ～12月生

12 :50～   
  13 :00

3歳児健診 4日 
（木）

H28年6月   
  ～7月生

13 :20～ 
  13 :30

☆対象の方には、個別にお知らせします。ご確認ください。

日程 会場 時間

７月１日（月）

福地出張所   8：30～  9：00
纐纈光⼀様宅前（追分）   9：20～  9：30
⼊野公⺠分館   9：50～10：10
久田見コミュニティーセンター 10：20～10：50
水⼾進様宅前 11：10～11：20
薄野公⺠分館 11：30～11：50
久田見出張所 13：10～13：50
野⿊公⺠分館 14：00～14：20
大平公⺠分館 14：35～15：00

７月２日（火）

篠原公⺠分館   8：30～  8：45
潮南出張所   9：15～  9：35
⼗日神楽公⺠分館   9：50～10：10
峰公⺠分館 10：20～10：35
杣沢公⺠分館 11：05～11：20
人道の丘管理棟 11：35～11：50
各務自動⾞前 13：10～13：50
錦織消防⾞庫前 14：00～14：40

日程 会場 時間

７月３日（水）

洞公⺠分館   8：30～  8：45
和知中組公⺠分館   9：00～  9：35
野上上公⺠分館   9：50～10：30
中野公⺠分館 10：55～11：35
ファミリーセンター 13：00～14：30

７月４日（木）

嵩公⺠分館   8：30～  8：40
北部農村センター   9：10～10：00
木野公⺠分館 10：30～10：50
宮嶋公⺠分館 11：10～11：30
和知出張所 13：00～13：45
上飯田公⺠分館 14：05～14：25
中山公⺠分館 14：50～15：05
上牧野公⺠分館 15：30～15：45

７月５日（金）

須賀担い⼿センター   8：30～  9：30
ファミリーセンター   9：45～11：30
塩口公⺠分館 13：00～13：15
きらり（錦津出張所） 13：30～14：10
石畑公⺠館 14：30～14：50

⾃主トレーニング利⽤者講習会
トレーニング器具を使⽤した、
⾃主トレーニング講習会を実施します。
詳しくは保健センター窓⼝へ
お問い合わせください。
○とき：7月9日（⽕） １３：３０～ ※予約は7⽉2⽇まで

⻭周病検診が始まりました！
今年、2１・３１・4１・５１・６１・7１歳になる⽅のうち、�
4～9月生まれの⽅に個別で通知しています。�
お⼿元に検診票が届いている⽅は�
早めに受診しましょう。
※�１０～３月生まれの⽅には�
8月末頃に個別で通知する予定です。

がん検診がはじまります！
がん検診を受診すると
町指定のゴミ袋をプレゼント！
この機会に是⾮検診を受けてください。
詳細は特集をご参照ください。

★高齢者の結核が増えています！
・�結核は、今でも1⽇に5人の方が亡くなる重大な感染症です。
・�近年では結核患者のうち、約6割が70歳以上の高齢者となっ
ています。

★⼤切なのは早期発⾒！！
・�早期発見できれば、重症化が防げるだけでなく、大切な家族
や友人への感染の拡⼤も防ぐことができます。
・�咳やたんが2週間以上続く、微熱やだるさが続く場合は早め
に医療機関を受診しましょう。
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お知らせ Information

〇
自
衛
隊
及
び
警
察
・
消
防
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

７
月
２９
日
㈪
…
関
警
察
署

７
月
３０
日
㈫
…
中
濃
消
防
署

７
月
３１
日
㈬
…
可
児
警
察
署

８
月
１
日
㈭
…
可
茂
消
防
事
務
組
合

８
月
２
日
㈮
…
可
茂
警
察
署

日
程午

前
８
時
３０
分
か
ら
８
時
55
分

各
警
察
署
・
消
防
署
に
て
受
付

午
前
９
時
か
ら
１１
時

警
察
・
消
防
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

午
前
１１
時
か
ら
正
午

バ
ス
に
て
自
衛
隊
岐
阜
基
地
へ
移
動

正
午
か
ら
午
後
１
時

体
験
喫
食
お
よ
び
売
店
見
学

午
後
１
時
か
ら
３
時

自
衛
隊
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

午
後
３
時
か
ら
４
時

警
察
署
・
消
防
署
へ
移
動

 

定
員
は
各
回
２０
名
で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
共
通

自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

（
可
茂
総
合
庁
舎
４
階
）
☎
２
５-

７
４
９
５

時他問

〇
公
務
員
合
同
説
明
会

自
衛
隊
・
警
察
・
市
役
所
・
消
防
参
加
の
合
同
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

関
会
場

７
月
１３
日
㈯
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

わ
か
く
さ
プ
ラ
ザ（
関
市
若
草
町
２-

１
）

 

ブ
ー
ス
形
式
で
す
。
都
合
の
良
い
時
間
に
来
場
可
能

で
す
。

美
濃
加
茂
会
場

７
月
２０
日
㈯

①
受　
付　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
９
時

説
明
会　
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時
１０
分

②
受　
付　
午
後
０
時
３０
分
か
ら
１
時

説
明
会　
午
後
１
時
か
ら
４
時
１０
分

可
茂
総
合
庁
舎

（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０-

１
）

受
付
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
自
衛
官
等
採
用
制
度
説
明
会

７
月
２２
日
㈪
、
７
月
２６
日
㈮

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、
午
後
２
時
か
ら
４
時

７
月
２７
日
㈯
、
８
月
３
日
㈯

午
前
１０
時
か
ら
正
午

可
茂
総
合
庁
舎
４
階

自
衛
隊
岐
阜
地
方
協
力
本
部 

美
濃
加
茂
地
域
事
務
所

 

（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０-
１
）

時場他時場他時場

私
た
ち
が
守
り
続
け
る
豊
か
な
自
然
と
、

素
晴
ら
し
い
未
来
の
た
め
に

あ
な
た
の
意
欲
と
情
熱
を
そ
そ
い
で
み
ま
せ
ん
か

○
試
験
区
分　
上
級
職
員

○
受
験
資
格　
一
般
事
務（
若
干
名
）

昭
和
６０
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
大
学（
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
を

含
む
）を
卒
業
、
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

○
受
付
期
間

７
月
１０
日
㈬
か
ら
８
月
２１
日
㈬
ま
で

※
願
書
は
７
月
１０
日
㈬
か
ら
交
付
し
ま
す
。

○
試
験
内
容

・
一
次
試
験　

〔 

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
、 

 

一
般
性
格
診
断
検
査
〕

９
月
２２
日
㈰　

可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

・
二
次
試
験　

〔
口
述
試
験
〕

１０
月
下
旬
実
施
予
定

※
詳
細
に
つ
い
て
は
試
験
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合　
総
務
課
総
務
係

☎
６
５-

４
１
１
１（
内
線
３
１
０
）

時場時問

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

平
成
31
年
度
可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

 

職
員
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
か
か
る

各
種
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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お知らせ Information

〇
申
込
方
法

６
月
１７
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
６
月
２６
日
㈬
の
期
間

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
申
し
込
み
が
で
き
な
い

環
境
に
あ
る
場
合
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〇
試
験
日

第
１
次
試
験　
９
月
１
日
㈰

第
２
次
試
験　

 

１０
月
９
日
㈬
か
ら
１０
月
１8
日
㈮
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日

名
古
屋
国
税
局　
人
事
第
二
課　
試
験
係

☎
０
５
２-

９
５
１-

３
５
１
１（
内
線
３
４
５
１
）

問

①
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）　
②
郵
便
番
号
・
住
所

③
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号　
④
年
齢
・
性
別

⑤
ご
希
望
の
集
合
場
所　
⑥
応
募
動
機

※
参
加
者
に
は
も
れ
な
く「
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｏ
カ
ー
ド
」９
枚

組
１
セ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

７
月
２６
日
㈮　
必
着

応
募
先

〒
５
０
７-

０
０
２
３

岐
阜
県
多
治
見
市
小
田
町
４-

８-

６

国
土
交
通
省 

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所

開
放
講
座「
水
と
街
道
」事
務
局

○
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
７
２-

２
５-

７
９
９
４ 

○
Ｅ
メ
ー
ル cb

r-s853030@
m
lit.g

o.jp

国
土
交
通
省 

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所　
総
務
課

☎
０
５
７
２-

２
５-

８
０
２
０

税
務
職
員
は
、
国
税
局
や
税
務
署
で
専
門
知
識
を
駆

使
す
る
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

〇
受
験
資
格

１
． 

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
３
年
以
内
の
方
お

よ
び
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
方

２
． 

人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
条
件
に
準
ず
る
と
認
め

る
方

問

地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
を
目
指
し
て

～
郷
土
を
見
つ
め
直
し

�

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
～

開
放
講
座「
水
と
街
道
」で
は
、
東
濃
地
方
・
木
曽
南

部
地
方
を
中
心
に
、
個
人
で
は
な
か
な
か
行
く
こ
と
の

で
き
な
い
砂
防
ダ
ム
や
道
路
工
事
の
現
場
な
ど
を
訪
れ

ま
す
。

９
月
１２
日
、
１０
月
１０
日
、
１１
月
１４
日
、

１２
月
１２
日（
い
ず
れ
も
第
２
木
曜
日
、
全
４
回
）

 （
集
合
場
所
）多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
、
多
治
見

駅
、
中
津
川
駅

※
集
合
場
所
ま
で
の
費
用
は
自
己
負
担

○
形　
式　
会
員
制

座
学（
砂
防
・
道
路
）・
現
場
見
学
・
意
見
交
換
会

・
全
４
回
参
加
可
能
で
１8
歳
以
上
の
健
康
な
方

・ 

恵
那
、
中
津
川
、
南
木
曽
、
大
桑
、
上
松
、
多
治

見
、
土
岐
、
瑞
浪
、
可
児
、
御
嵩
、
八
百
津
に
お

住
ま
い
の
方

２０
名
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
参
加
の
方
を
優
先
の

上
、
選
考
と
な
り
ま
す
。

３
０
０
円
程
度（
全
４
回
分
保
険
料
）

 

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
以
下
①
～

⑥
を
ご
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

時場対定￥申

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

開
放
講
座「
水
と
街
道
」

 

第
21
期
会
員
募
集

税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

有
料
広
告
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蘇水峡川まつり
花火大会

今年も開催される『蘇水峡川まつり』。木曽川を舞台に、万灯流し・まきわら舟が川面を
あざやかに染め、大輪の花火が夜空を彩ります。
のんびりレトロな雰囲気の「納涼広場」は、夏の定番！のかき氷に生ビール、おいしい
焼き物などなど･･･夏のひととき、涼をとりながら、家族や仲間とのんびり語り合うのも
よいですね。多彩なステージも見逃せません！
たくさんの方のご来場をお待ちしています。

蘇水峡川まつり花火大会一般協賛者募集！

【納涼広場】
と　き� ８月４日（日）午後５時から
ところ� 八百津町役場前　駐車場
主　催� 八百津町商工会青年部

今年も開催の蘇水峡川まつり花火大会の一般
協賛者を募集しています。
この花火大会に合わせ、八百津を離れて暮ら
す多くの方が帰郷し、町内外からたくさんのお
客さまが訪れます。ふるさとの懐かしい思い出
として、子どもたちの心に刻まれていくことで
しょう。永い歴史をもつ蘇水峡川まつり花火大
会が、これからも八百津の夏の風物詩として、
ずっと続いていくことを願っています。
みなさまのあたたかいご協賛をお願いします。

【花火⼤会】
と　き� ８月４日（日）午後７時４０分から
ところ� 木曽川河畔　八百津橋付近
主　催� 蘇水峡川まつり保存会

〇お申込み期間　　6月28日（金）まで

〇お申込み協賛金額（税込）
夜玉３号 3,000円　　夜玉４号 5,000円
夜玉５号 8,000円　　夜玉６号 12,000円
夜玉８号 25,000円
スターマイン（小）16万円　（大）32万円

〇�ご協賛いただきましたみなさまのお名前は、
蘇水峡川まつり花火大会チラシ（企業協賛ご
芳名チラシ）に掲載させていただきます。
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思わず笑顔になる
まちの話題を
みなさまに
お届けします

Smile
通信

河村 梅依ちゃん
5月9日生まれ

保護者 河村憲良・亜依（逆巻）

「健康に元気に育ってね」
  父母より

夏
バ
テ
防
止
に�

�
�

う
な
ぎ
の
解
体
シ
ョ
ー

養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
百
津
蘇
水
園

で
う
な
ぎ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
披
露
さ

れ
、
入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
２６
名

が
う
な
丼
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

暑
さ
が
増
す
今
の
時
期
、
栄
養
満

点
の
う
な
ぎ
を
食
べ
て
、
入
所
者
の

み
な
さ
ん
が
夏
バ
テ
を
し
な
い
よ
う

に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

入
所
さ
れ
て
い
る
女
性
は
、「
毎

年
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
お
昼
前
か
ら
、
い
い
匂
い
が
し

て
い
て
、
早
め
に
お
腹
が
す
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
い
し
い
う
な
ぎ
を

食
べ
た
の
で
、
夏
を
元
気
に
過
ご
せ

そ
う
で
す
」
と
空
の
ど
ん
ぶ
り
を
前

に
、
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
か

ら
の
時

期
、
熱
中

症
に
気
を

付
け
て
、

元
気
に
す

ご
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

第
30
回
全
国
高
等
学
校
選
抜�

�
�

ボ
ー
ト
大
会

男
子
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

水
野 

友
暉
さ
ん（
加
茂
高
校
・
錦
織
東
）

結
果
：優
勝

全
国
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績
を

お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で�

�
�

伝
統
の
茶
摘
み

晴
天
の
下
、
錦
津
小
学
校
敷
地
内

の
茶
畑
で
、
今
年
も
茶
摘
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
と
一
緒
に
、
柔
ら
か
な
新
芽
を

「
一
芯
三
葉
」で
摘
み
取
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
8０
代
の
女
性
は
、「
昔
は

自
分
の
家
で
お
茶
を
作
っ
て
い
た
も

の
で
す
。
孫
と
一
緒
の
茶
摘
み
は
楽

し
い
で
す
ね
」と
に
っ
こ
り
。

２３
㎏
の
茶

葉
が
収
穫
で

き
ま
し
た
。

「
自
分
で
摘

ん
だ
お
茶
、

早
く
飲
み
た

い
な
」
と
子

ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
光
り

ま
し
た
。

杉
原
ウ
ィ
ー
ク
を
前
に�

�
�

岐
阜
大
生
と
短
歌
交
流

和
知
小
学

校
と
錦
津
小

学
校
で
、
岐

阜
大
学
日
本

詩
歌
研
究
会

の
学
生
２
名

を
講
師
と
し

て
招
き
、
短

歌
交
流
授
業

を
開
催
し
ま

し
た
。

授
業
は
、

「
短
歌
道
場
」

と
い
う
短
歌

の
批
評
を
し

合
う
形
式
で

行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は

チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
考

え
て
き
た
短
歌
で
競
い
合
い
ま
し

た
。
歌
を
詠
み
、
歌
に
込
め
た
想
い

を
伝
え
、
そ
れ
に
対
し
て
対
戦
相
手

が
質
問
を
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
判

定
し
勝
敗
を
決
め
ま
し
た
。

自
分
の
想
い
を
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
相
手
の
短
歌
へ
の
感

想
を
伝
え
合
う
こ
と
で
、
短
歌
へ
の

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

八百津町ごみ処理容器等

購入補助金

交付
申請

委任
状

八百津町長　様

私は、裏面の者を代理人と定め、見出しの補助金の 

交付申請、請求および受領に関する一切の権限を委任します。

※購入（
委任）年

月日

※住所（
自治会）

※購入（
委任）者

名と印

※は購入（
委任）者

が記入押印し町内登録販売店へ提出ください。

印

頑
張
る
み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
！

全
国
大
会
出
場

祝

5月13日（月）

5月9日（木）・15日（水）

5月22日（水）

こんにちは赤ちゃん
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7月・8月のごみ収集日
■お問い合わせ　	役場１階 	水道環境課 	環境衛生係	

☎43‒2111（内線2126）

不燃金物類	
資源カン類	
粗大ごみ

Ａ地区�
（不燃ごみ集積所） 8月29日（木）

Ｂ地区�
（不燃ごみ集積所） 8月30日（金）

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

Ａ地区�
（不燃ごみ集積所） 7月30日（火）

Ｂ地区�
（不燃ごみ集積所） 7月31日（水）

可燃ごみ 全地区（	午前５時から午前８時までに可燃ごみ集積所へ	
出してください） 毎週　火曜日・金曜日

※ 蛍光管（LEDタイプ含む）・水銀式体温計・乾電池（ボタン電池除く）・小型充電式電池、  
小型家電（50cm×38cmまで）は、役場本庁・役場各出張所の回収ボックスへ出してください。

※�電球や蛍光管のグローランプは不燃ガラス類です。�蛍光灯回収ボックスでは回収しません。

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

ペットボトル
食品トレイ
発泡スチロール

Ｂ＆Ｇ体育館北側	
・各出張所

8月4日（日）
午前８時～
午前11時

古着回収（福地・
潮南出張所除く）

７月・８月の回収はありません。
エコステーション、ひまわりクリーン
センター等をご利用ください。

※ ペットボトルは洗浄して、フタを取って出して
ください。（フタは可燃ごみまたはその他プラです。）

※ 発泡スチロール製の箱は宛名ラベル等を剥がし
てください。

※ 古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚れ
たもの、布団、電気毛布、じゅうたん、履き物、
ぬいぐるみなど衣類以外のものは収集しません。

がれき類

久田見処分場 毎月第１・第３日曜日
午後１時～午後４時

錦織処分場
毎月第２・第４日曜日
午前９時～正午

午後１時～午後４時

※	土砂や岩石、また業者が行った工事で発生した
がれき類は処分できません。
※	300㎏以上のがれき類を処分しようとすると
きは事前に申請してください。（有料）

その他プラ 各自治会の	
不燃ごみ集積所

7月14日（日）
7月28日（日）
8月11日（日）
8月25日（日）

※	プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表示
された容器包装プラスチックが収集の対象です。	
汚れがひどいものは可燃ごみへ出してください。

※ ペットボトルおよび食品トレイ・発泡スチロー
ルは別に分別収集を行っていますので、その他
プラでは回収しません。

ルールを守ってごみ出しを！
１.	 分別ルールを守りましょう。
○ごみは種類ごとに正しく分別し、指定ごみ袋に
入れて指定の集積所に出してください。
○ごみ袋には、自治会名・氏名を書いてください。
○資源ごみを出すときは、きれいに洗って出してください。
2．	違法な不用品回収業者にご注意を
○廃棄物の収集・運搬には許可が必要です。� �
無許可業者の不適切な処理や不法投棄が問題に
なっています。安易に回収依頼をしないでください。

お知らせ：７月１１日（木）エコステーション回収は休止し、翌日１２日に回収を行います。
また、８月１５日（木）についてもお盆期間のため回収を休止します。

「その他プラ」の回収について
・その他プラの分別をしていただきますと、リサイクルに貢献できるだけでなく、 

皆様が購入される可燃ごみ袋代の節約にもなります。
・収集対象でないプラスチック製品が混入していると回収されない場合が 

あります。それ以外のプラスチック製品は可燃ごみ等に出してください。
・ペットボトルや発泡スチロールはエコステーション等を 

ご利用ください。

「この面は販売店が記入してください」

住所　八百津町

店名
代表者名

下記の方へ販売し補助金交付の委任を受けました。

販売（委任）年月日　　　　　　購入者　　　　　　品名

数　　購入額　　　　　　　　　　　　　　補助金

● ●ごみ収集
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消防署からのお知らせ 平成３０年消防統計より
平成30年、可茂消防管内では、72件の⽕災が発生しま

した。
種別では、『建物⽕災』が31件（43％）と最も多く、次に

野焼きなど『その他の⽕災』が2９件（40％）発生しています。
このうち、町内で発生した⽕災件数は６件で、『建物⽕

災』が３件、『その他の⽕災』が２件、林野⽕災が１件で
した。可茂消防管内の救急出場件数は8,852件にのぼり、
前年より56９件増加しています。１日あたり約24件出場し
ていることになります。
種別は多い順に①急病（全体の64％）、②一般負傷、�

③交通事故、④労働災害、⑤それ以外となっています。

このうち、町内の救急出場件数は452件で１日当たり
1.2件、救急車が出場しています。
救急出場は年々増加しています。中には、緊急性の低

い場合もあります。本当に救急車を必要としている⽅の
ために、適正利⽤にご理解とご協力をお願いします。
H30年の可茂消防管内の救助出動は7９件で前年より７

件増加しています。

〇お問い合わせ先
可茂消防事務組合
　　　八百津出張所
☎4３-０47６

東京2020オリンピック聖火リレー
八百津町実施が決定しました！！

聖火リレーは、令和２年３月26日（木）に、福島県
の復興シンボル『ナショナルトレーニングセンターJヴ
ィレッジ』をスタートします。岐阜県は全国で５番目、
八百津町は県内３番目の実施となります。一生に一度
の体験となるかもしれません。実施当日は、沿道での
声援をお願いします。また、ゴール地点では、ミニセ
レブレーション（小イベント）を実施予定ですので、多
くのみなさんの来場をお待ちしています。

日　時：2020年４月４日（土） 時間未定
ルート：芦渡消防詰所 から 人道の丘公園

祝
【病医院】受付時間：午前9時から午後4時30分
 7日（日）野尻内科医院 ☎24-0633
14日（日）木沢記念病院 ☎25-2181
15日（月・祝）小林クリニック ☎25-8077
21日（日）太田メディカルクリニック ☎26-2220
28日（日）木沢記念病院 ☎25-2181

【歯科】受付時間：午前9時から午後1時
 7日（日）かもの歯科医院 ☎28-2341
14日（日）ふくた歯科クリニック ☎27-0606
15日（月・祝）ふくい歯科 ☎26-2266
21日（日）松村歯科医院 ☎26-2221
28日（日）たけのこ歯科医院 ☎42-6073

加茂休日急患診療所月7



令和元年6月20日発行
八百津町役場 〒505-0392�岐阜県加茂郡八百津町八百津3903-2

☎0574-43-2111　 0574-43-0969� メール�yaotsu@town.yaotsu.lg.jp
ホームページ�http://www.town.yaotsu.lg.jp� 広報やおつのホームページ番号�7221

環境に優しい植物インキと
再生紙を使用しています

「すぐメール8０2」の登録はこちらへ
QRコードを読み取り、空メールをお送りください。
QRコードの読み取りができない方は、下記アドレス宛に空メールをお送りください。

t-yaotsu@sg-m.jp
〈お問い合わせ〉　役場２階　総務課　情報政策係まで

ふ
る
さ
と
歳
時
記

写
真
協
力
　
社
会
教
育
視
聴
覚
協
議
会

「空
うつ
木
ぎ
」

村上 好和 （谷）
「我が家の皐

さつき
月 如

にょ
峰
ほう
山
ざん
」

佐藤 和人（須賀）

小型動力ポンプの部
(団体)
優　勝	 第六分団（久田見）
準優勝	 第五分団（福地）
三　位	 第四分団（潮南）

(個人)
指揮者	 第四分団（潮南） 柘植	正章
一番員	 第六分団（久田見） 中山	公寛
二番員	 第五分団（福地） 辻	保志
三番員	 第五分団（福地） 石井	辰規

消防ポンプ自動車の部
(団体)
優　	勝	 第一分団 第二部 第一班（黒瀬班）
準優勝	 第三分団 第二部 第一班（前野班）

(個人)
指揮者	 第一分団 第二部 第一班（黒瀬班）古田	満詳
一番員	 第一分団 第二部 第一班（黒瀬班）箕浦	隆二
二番員	 第一分団 第二部 第一班（黒瀬班）佐藤	文昭
三番員	 第一分団 第二部 第一班（黒瀬班）三浦	大智
四番員	 第一分団 第二部 第一班（黒瀬班）小木曽	勝也

第60回 八百津町消防操法大会
※�消防ポンプ自動車の部優勝の黒瀬班は、6月23日（日）に�
富加町で開催される第６3回加茂郡消防操法大会に、�
八百津町の代表として出場します。


